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 かづの校では、共生社会の形成や地域の障害理解教育の推進を目的に、地域の幼稚園・

保育園・認定こども園、小・中学校、高等学校等を対象に、交流及び共同学習の事前学習や

各校のニーズに応じて障害理解に関する出前授業を実施しています。今年度は、保育園、小・

中学校から希望があり、１０月末現在保育園１園（１回）、小学校３校（４回）、中学校１校（１

回）で実施をしました。 

併せて、交流校を対象にかづの校を紹介するパネルや作業製品を展示する「ミニ学校展」

を行いました。今回のお便りでは、９、１０月に行った居住地校交流や学校間交流、出前授業、

ミニ学校展について紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広げよう！障害理解教育～出前授業、居住地校交流の紹介～ 

出前授業の実施例  ※各園や学校と相談し、内容を決めています。  

＜障害理解教育について＞  ＊国 立特別支援教育総合研究所  「特別 支援教育 リーフ Vol .4 多様性の理解につながる『障 害理解 』より一 部抜粋  

 障害理解教育を通して子供たちが、自分と他者との「ちがい」を理解し、その「ちがい」を受け入

れ、お互いの「よさ」に気付き、それぞれの強みを生かして共に助け合う態度・行動が取れるようにな

ることを目指します。 

 
 
 

☆ミニ学校展☆ 

小学校の校内で１～２週間程度 、かづの校の紹介

パネルや作業製品を展示しました。たくさんの児童や

職員の方に見ていただく貴重な機会になりました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害理解に関する出前授業  ～花輪小学校～ 

居住地校交流  ～十和田小学校～ 

出前授業後の 

児童の感想  

どっちがりんごかな？  

シャンプーの印を発見 ！  

目を閉じて、ハイタッチできるかな？  

かづの校では、どんな勉強をしているのかな？  

友達がタブレットの使い方を  

優しく教えてくれたよ！  

十和田小学校の校長先生 とも

たくさんお話したよ！  
グループのみんなと一緒にマンゴー

ジュースを試飲したよ♪  

○○君に会えてうれしかったです。 
来年も会いたいです。 
 
 
 
 交流後の小学校児童の感想  

○○君と私のタイプが似ていまし
た。○○君のことが、少ししか分か
らなかったけど、出前授業で、○○
君のことを知ることができました。 
 
 
 
 
 

出前授業後の児童の感想  

小学部との学校間交流の事前授業として、花輪

小学校の３年生に「見えない・見えにくい人について

知ろう」の出前授業を実施しました。  

授業ではアイマスクを着用し様々な物に触れたり、

目を閉じて友達と手を合わせたりする体験活動を行

いました。シャンプーやリンスボトル、ボディーソープボ

トルの印や、果物の手触りの違いなど友達同士で伝

え合いながら、積極的に参加する姿が見られました。 

また、かづの校児童の好きなものや、休み時間の

様子も紹介しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生の時から継続して、居住地校交流を行い、

２年目です。今年度は、生活科の町探検で、地域の

レストランへ歩いて見学に行きました。町探検では、

グループの友達とレストランの中を見学したり、ジュー

スを試飲したりしました。友達にタブレット型端末で

撮影の仕方を教えてもらいながら、メニュー表の撮影

にも挑戦しました。 

学校では、校長先生ともたくさんお話をし、笑顔い

っぱいの居住地校交流の時間になりました。  

 

 

 

 

見えなくても手ざわりやにおいで見
分けて生活しているなんてすごいと
かんじました。 
 
 
 
 
 

交流会では、自分たちもかづの校の
人たちもいっしょに楽しみたいです。 
 
 
 
 
 



《学校見学・体験・特別支援学校体験研修等の申込み先》   比内支援学校かづの校  副校長  村松  勝信  まで 

電話で御連絡ください。  

 

 

 

 

 

 

A．令和５年度高等部卒業生の進路先について紹介します。  ＊令和６年４月現在   
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 進路先  仕事内容  

 

 
 

一般就労  

株式会社青山精工  バリ取り作業  

株式会社松屋フーズ 食器洗浄、調理補助、清掃  

株式会社ももこハウス 糸切り、アイロンがけ、ミシンがけ 

亀の井ホテル秋田湯瀬  客室清掃、備品補充  

十和田精密工業株式会社  機械を使ったネジの切断他  

山口電機工業株式会社  精密回路の集積、組み立て、ラベル貼り  

湯瀬ホテル 客室清掃、ベッドメイキング 

就労Ｂ型  はなわワークセンター 銅線の皮むき 

フリーステーション青垣  部品の組み立て他、委託作業  

生活介護  
鹿角親交会小春日  アルミはがし他  

こさかわいわいセンター 軽作業、芝の運搬  

とぅいんくる 余暇活動  

進学  鷹巣技術専門校自動車整備科  自動車整備士になるための学習、実習  

秋田県立比内支援学校かづの校 

〒018-5201 鹿角市花輪字案内２ 

TEL：(0186)22-0253 (0186)22-2631 

FAX：(0186)30-1245 

E-mail：kazuno-s@akita-pref.ed.jp 

担当：副 校 長        村松 勝信 

     地域支援部主任  能登谷 可子 

お気軽に連絡
をください! 

 

特別支援学校 Q＆A Q 特別支援学校卒業生の進路状況について教えてください。 

○一般就労  

民間企業、公務員等で、雇用主と雇用計画を結び、最低賃金法などの労働法規の対象となる。 

障害者手帳を持っていることで、「障害者雇用」枠での就労が可能になる。 

○就労継続支援Ｂ型  

一般企業などでの就労が困難な人に働く場を提供するとともに、知識及び能力向上のために 

必要な訓練・支援を行う事業所及びサービス。  

○生活介護  

食事・入浴・排せつ・移乗といった身体介護や、調理・洗濯・掃除といった生活援助を行うとと  

  もに、創作的活動または生産活動の機会を提供する。 

○進学  

昨年度初めて鷹巣技術専門校の試験に合格し、進学。 

★今後も様々な進路に対応していきます★  


